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第３章 計画の基本的な考え方（令和３年度～令和７年度） 

 

  

１ 令和３年度～令和７年度の取り組みについて 

 本計画は、市民一人一人が健康づくりに取り組むこと、その取り組みを後押しする環境づ

くりを目指して、基本理念を「みんなで健康づくりを実践し、豊かな人生を実現しよう」と

定めています。 

 また、市民一人一人の「健やか笑顔」が亀岡市全体に広がり、誰もが生涯にわたって心豊

かに生活できるまちとなっていくことを願い、「わたし！家族！地域！ひろがれキラキラ 

健やか笑顔」を目指し、亀岡市の各関連計画と整合を図りつつ、セーフコミュニティ＊１の推

進等の亀岡市の施策をふまえた取り組みを進めました。 

今後は、近年の感染症の流行による影響や、ＳＤＧｓ＊２への取り組みなど、社会全般の 

動向をふまえた施策を見据えながら、実施してきた成果を、今後 5 年間で次なる展開へと

つなげます。 

「栄養・食生活」の分野では、前回調査時より、すべての項目で改善しており、野菜の摂

取やバランスを考えた食事について、目標の達成に向けて取り組みます。 

「身体活動・運動」の分野では、運動習慣のある人の割合は、全体でみると目標を達成し

ていますが、性別や年齢による差が大きいことがわかったため、新たに年代別・男女別に数

値目標を設定し、積極的な取り組みを進めていきます。 

「休養・こころの健康」の分野では、各団体において心身の健康の相談に取り組み、過剰

なストレスを感じている人の割合は、前回調査時より減少傾向にあります。新しい感染症な

どからくる生活環境の変化にも対応しながら取り組みをすすめます。 

「タバコ」の分野では、学校での正しい知識の普及や、受動喫煙から子どもを守る環境整

備、卒煙の支援を行い、「未成年者の喫煙率」「妊婦の喫煙率」も改善傾向にあり、望まない

受動喫煙を防ぐ対策をさらに推進していくこととします。 

「歯・口腔の健康」の分野では、１２歳児のう蝕有病者割合は、フッ化物によるう歯予防

や歯科検診、啓発等を実施し、目標を達成したため、新たな目標数値を設定して推進します。

また、フレイル予防に着目した取り組みをすすめていきます。 

「健康管理」の分野においては、各種健（検）診の実施啓発に取り組み、「定期的に健（検）

診を受ける人の割合」は増加傾向にあります。新たな感染症をふまえた新しい生活様式など

感染予防への対策に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

わたし！家族！地域！ひろがれ キラキラ 健やか笑顔 

     みんなで健康づくりを実践し、豊かな人生を実現しよう 

 

＊１ セーフコミュニティ 

事故やけがは偶然に起こるのではなく、予防できるという理念のもと、行政と地域住民など多くの主体の協働により、

すべての人たちが安心して暮らすことができるまちづくりを目指して、平成２０年に本市が全国で初めてセーフコミ

ュニティの国際認証を取得しました。 

 

＊２ ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）：持続可能な開発目標 

貧困や地球環境など私たちの社会が直面する諸問題を乗り越えて、持続可能な世界を実現していくために達成すべき

国際社会共通の目標であり、平成 27 年の国連サミットで採択されたものです。 
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